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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

令和２年２月号
（第１２６号）

発行者

日奈久住民自治会

2日(日)かぐや姫選考会
11日(火) 建国記念の日
13日(木)人権学習会
15日(土)雛迎えの儀
20日(木)ひなぐ雛句会
23日(日) 天皇誕生日
29日(土)ひなぐ竹灯籠～３／１

住民自治会関係会議等
13日(木)市政協力員例会
17日(月)運営委員会
17日(月)広報部会

２月の行事から

日奈久の人口
（１２月末現在）

男1184人

女1435人

計2619人

(前月比-6人)

(2009年末3444人)

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

１
月
15
日(

水)

開
催
の
運
営
委
員
会
か
ら
、

記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な
事
項
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
活
性
化
補
助
金
を
活
用

し
、
「
こ
ど
も
を
ま
も
る
い
え
」
の
看
板
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〇
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
遭
難
の
碑
公
園
の
植
え
込
み
が
枯

れ
た
と
こ
ろ
は
、
市
の
「
ふ
れ
あ
い
の
森
事

業
」
を
活
用
し
、
苗
木
を
植
え
る
。

○
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

・
と
ん
ぼ
座
公
演
に
、
竹
灯
籠
を
設
置
す
る
。

今
年
開
幕
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ヨ
タ

が
募
集
し
た
熊
本
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
し
た
松
本
啓
祐
氏
が
、

見
事
県
内
で
た
だ
一
人
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、T

e
a
m
I

L
o
v
e

日
奈
久
の
会
長
と
し
て
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
活
動
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
の
決
定
で
す
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
る
日
は
、
５
月
６
日
の
予
定
で
、

走
る
区
間
は
、
３
月
に
な
っ
て
決
定
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
松
本
啓
祐
氏
よ
り
喜
び
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
を
挙
げ
て

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
こ
の
度
、T

e
a
m
I
L
o
v
e

日
奈
久

（
ラ
ブ
ひ
な
）
の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

『
ト
ヨ
タ
自
動
車

東
京2

0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
』
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ラ
ブ
ひ
な
メ
ン
バ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
、
日
奈
久
の

皆
様
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
『
感
謝
』
の
気
持
ち
を
胸
に
、
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
応

援
・
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

月
を
想
う

春
を
待
つ

第
11
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り

お
楽
し
み
に
！

２
月
15
日(

土)

～
３
月
８
日(

日)

春
を
告
げ
る
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
も
11
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
の
楽
し
さ
と

優
雅
な
絵
巻
物
の
よ
う
な
美
し
さ
を
お

届
け
し
ま
す
。

旅
館
や
ば
ん
ぺ
い
湯
、
ゆ
め
倉
庫
、

日
奈
久
温
泉
駅
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
は
ス
テ
キ
な
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管:

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
実
行
委
員
会

２
月
15
日
（
土
）
午
後
４
時
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・雛
迎
え
の
儀

「
城
下
町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」
オ
ー

プ
ニ
ン
グ(

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド)

で
Ｐ
Ｒ
し

た
あ
と
、
午
後
４
時
か
ら
日
奈
久
で
雛
迎

え
の
儀
な
ど
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

盛
大
に
行
い
ま
す
。

◆
午
後
４
時
～

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

○
秀
岳
館
「
雅
太
鼓
」
演
奏

○
竹
の
館
前
で
「
雛
迎
え
の
儀
」

そ
の
後
、
籠
に
乗
っ
た
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や

姫
の
行
列
が
ゆ
め
倉
庫
へ
向
か
い
ま
す
。

ゆ
め
倉
庫(

入
場
無
料)

○
そ
が
み
ま
こ
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は

ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体
験

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ひ
な
ぐ
雛
人
形
、

子
供
で
も
楽
し
く
作
れ
ま
す
。

◆
開
催
日

２
月
16
日(

日)

、
22
日(

土)

、
23
日

(

日)

、
29
日(

土)

、
３
月
１
日(

日)

、

７
日(

土)

、
８
日(

日)

の
７
回

◆
時
間

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◆
体
験
料
１
０
０
０
円
、
１
２
０
０
円

（
３
種
類
用
意
、
予
約
不
要
）

３
月
１
日(

日)

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

乙
女
に
成
長
し
た
日
奈
久
か
ぐ
や
姫

と
感
謝
の
心
が
通
い
合
い
ま
す
。

◆
時
刻

14
時
～
15
時

・
雛
送
り
の
儀(

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫)

・
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
一
行
の
行
列

三
人
官
女
ら
を
伴
っ
て
ば
ん
ぺ
い
湯

前
へ
進
み
ま
す
。（

ば
ん
ぺ
い
湯
前
）

・
石
垣
博
志
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

・
「
あ
り
が
と
う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
挨
拶

(

雨
天
時
は
ゆ
め
倉
庫
で
行
い
ま
す)

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
関
係
の
お
問
合
せ
は

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
へ

電
話

０
９
６
５
（
38
）
０
２
６
７

◆
日
奈
久
う
ま
か
も
ん
市

10
時
～
14
時

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前
広
場

日
奈
久
の
お
い
し
さ
を
販
売

◆
日
奈
久
温
泉
お
か
み
カ
フ
ェ

11
時
～

カ
フ
ェ
百
年
通
り
（
鏡
屋
旅
館
）

料
金

８
０
０
円

１
０
０
食
限
定

10
時
か
ら
整
理
券
配
布

◆
古
布
市

10
時
～
14
時

温
泉
セ
ン
タ
ー
前

◆
雛
ぜ
ん
ざ
い

11
時
～

温
泉
セ
ン
タ
ー
前

１
０
０
円

２
５
０
食
販
売

３
月
１
日(

日)

雛
送
り
の
儀

２
月
20
日(

木)

ひ
な
ぐ
雛
句
会

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
投
句
受
付
時
刻

12
時
～
13
時

句
会

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
投
句
料

大
人
５
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

（
一
人
３
句
ま
で
）

ひ
な
ぐ
竹
灯
籠い

こ
い
の
広
場

手
作
り
の
竹
灯
籠
が
作
り
出
す
幻
想
的

な
灯
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

２
月
29
日(
土)

、
３
月
１
日(

日)
18
時
～
21
時
（
雨
天
中
止
）

松
本
啓
祐
氏(

上
西
町)

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
決
定
！

ひ
な
人
形
展
示

期
間
中
は
日
奈
久
温
泉
街
の
各
旅
館
や

旧
八
代
屋
旅
館
、
お
り
や
、
日
奈
久
ゆ
め

倉
庫
、
ば
ん
ぺ
い
湯
な
ど
に
雛
人
形
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

人
権
学
習
会

奮
っ
て
ご
参
加
を
！

婦
人
会
バ
ザ
ー
の
お
願
い

３
月
14
日(

土)

に
開
催
さ
れ
る

「
ふ
れ
あ
い
祭
」
で
は
、
婦
人
会
が

バ
ザ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
不
要
な
も
の
を
ご

提
供
く
だ
さ
い
。
２
月
末
ま
で
に
、

お
近
く
の
婦
人
会
員
、
ま
た
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
参
加
し
て
」

浜
町

濱
田
由
美
子

１
月
10
日
、
日
奈
久
小
学
校
へ
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私

の
住
ん
で
い
る
浜
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
少
な
く
、
近
所
に
は
小
学
生
が
い
ま
せ

ん
。
今
回
、
こ
の
読
み
聞
か
せ
の
機
会
の

お
か
げ
で
、
１
年
生
に
『
も
も
た
ろ
う
』

の
絵
本
を
読
ん
で
上
げ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
知
っ
て
い
る
お
話
で

し
た
が
、
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
日
奈
久
の
子
ど
も

た
ち
が
、
み
ん
な
優
し
く
育
っ
て
い
る
様

子
が
感
じ
ら
れ
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
校
長
先
生
か
ら
、
学
校
の
取
り

組
み
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
玄
関
前

の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
可
愛
く
咲
い
て
い
た
り

し
て
、
久
し
ぶ
り
に
伺
っ
た
小
学
校
で
の

時
間
が
、
新
鮮
で
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
で
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
だ
よ
り

可愛い1年生への読み聞かせ

12
月
４
日
の
夜
、
日
奈
久
出
張
所
前
の
道
路

に
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
が
ば
ら
ま
か
れ
て
い

ま
し
た
。
以
前
に
も
ま
と
め
て
捨
て
て
あ
っ
た

こ
と
が
、
何
度
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
変
迷

惑
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
は
み
ん
な

で
綺
麗
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
の
「
日
奈
久
か
ぐ
や
姫
募
集
」

の
記
事
で
、
募
集
期
間
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、
２
月
１
日
（
土
）

ま
で
で
す
。
選
考
会
は
、
２
日(

日)

10

時
か
ら
日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
で
あ
り
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

み
ん
な
で
綺
麗
な
町
を
作
ろ
う
！

◆
日
時

２
月
13
日(

木)

午
前
10
時
～

◆
場
所

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン

◆
内
容

人
権
政
策
課
よ
り
講
師

を
お
招
き
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
約

１
時
間
の
学
習
会
で
す
。
み
ん
な

で
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
劇
団
と
ん
ぼ
座
公
演
】

１
月
31
日
（
金
）
～
２
月
２
日
（
日
）

昼
夜
２
回
公
演
（
２
日
は
昼
の
み
）

チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
日
奈
久
の
振
興

目
的
で
、
協
力
店
で
使
え
る
５
０
０

円
券
が
付
い
て
い
ま
す
。

（広告欄）
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２

12
月
31
日(

火)

に
開
催
さ
れ
た
第
11

回
【
火
流
の
彩
】
（
ひ
な
ぐ
の
い
ろ
）
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
詰
め
か

け
、
盛
ん
に
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年
の
流
行
語
大

賞
と
組
み
合
わ
せ
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」
（
ワ
ン
チ
ー
ム
日

奈
久
）
で
し
た
。
こ
こ
に
は
「
日
奈
久
は

一
つ
、
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
令
和
２
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
五
輪
マ
ー

ク
も
描
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
色
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
約
８
０
０
個
が
活
用
さ
れ
、

美
し
い
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

ま
た
約
２
５
０
０
個
の
竹
灯
り
と
、
見
事

な
竹
灯
籠
が
お
り
な
す
幻
想
的
な
世
界
が

広
が
り
ま
し
た
。
観
客
の
皆
さ
ん
は
、
カ

メ
ラ
や
ス
マ
ホ
を
手
に
、
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

を
探
し
て
は
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

名
古
屋
か
ら
日
奈
久
に
お
泊
ま
り
の
ご

夫
婦
は
、
「
こ
の
『
火
流
の
彩
』
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
見
に
来
ま
し
た
。

と
て
も
綺
麗
で
見
事
で
す
ね
」
と
寒
さ
も

気
に
せ
ず
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
「
来
て
良
か
っ
た
ね
。
綺
麗
だ
ね
。
」

と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し

た
。

今
年
は
児
童
生
徒
数
の
減
少
等
の
影
響

も
あ
り
、
区
間
変
更
が
検
討
さ
れ
、
参
加

し
や
す
い
大
会
と
な
り
、
６
チ
ー
ム
と
参

加
町
内
が
増
え
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
成
績

優
勝

大
坪
町
（
緒
方
輝
成
、

山
田
愛
恵
、
丸
尾
飛
渡
、
丸
尾
真
一
、
丸

尾
飛
翔
、
山
田
勝
孝
、
川
上
祐
介
）
30
分

27
秒
、
２
位

塩
南
町
31
分
12
秒
、
３
位

塩
北
・
新
開
町
32
分
09
秒
、
４
位

新
田

町
、
５
位

竹
之
内
町
、
６
位

山
下
・

大
坪･

東
町
合
同
チ
ー
ム

◆
区
間
賞

１
区
（
小
学
フ
リ
ー
）
緒
方

輝
成
（
大
坪
）
２
区(

女
フ
リ
ー)

平
野

名
花(

塩
南)

３
区(

中
学
フ
リ
ー)

山
本

琉
耶(

塩
北
・
新
開)

４
区(

一
般
フ
リ
ー)

堀
端
良
行(

塩
南)

５
区
（
フ
リ
ー)

中
山

怜(

竹
之
内)

６
区(

一
般
フ
リ
ー)

山
田

勝
孝(

大
坪)

７
区(

41
才
以
上
フ
リ
ー)

山
本
德
久(

塩
北
・
新
開)

（
敬
称
略
）

大
坪
町
が
優
勝

第
49
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

優勝した大坪町チーム

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｏ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」

第
11
回
【
火
流
の
彩
】
に
歓
声
上
が
る

見事に浮かび上がったＬＥＤライトの文字

竹灯籠をスマホで撮影する観客の皆さん

元
日
、
６
町
内
が
参
加
し
て
日
奈
久
中
学
校
周
辺
７
区
８
・
４
km
で
熱
い
レ
ー
ス

が
展
開
さ
れ
、
大
坪
町
が
後
半
に
逆
転
し
優
勝
し
ま
し
た
。

(

主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会
、
主
管

日
奈
久
体
育
協
会
）

令
和
第
１
回
目
の
ど
ん
ど
や
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
予
定
通
り
１
月
10
日
（
金
）
に
準

備
が
行
わ
れ
、
11
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

10
日
の
準
備
は
、
午
前
中
の
竹
切
り
と
櫓

立
て
、
土
入
れ
な
ど
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
夏
に
剪
定
さ
れ
て
い
た
校
庭

の
木
々
の
枝
の
詰
め
込
み
に
10
数
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

４
時
頃
か
ら
は
、
中
学
生
が
準
備
に
参
加
し

て
く
れ
、
小
中
学
校
の
選
定
さ
れ
た
枝
は
、

す
べ
て
つ
み
あ
げ
ま
し
た
。

11
日
は
、
風
も
穏
や
か
で
、
９
時
30
分
に

点
火
。
炎
は
瞬
く
間
に
燃
え
上
が
り
、
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
竹
の
破
裂

音
が
響
く
度
に
、
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
約
１
２
０
名
の
参
加
者
は
、
今
年
一
年

の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。
火
が
落
ち
着

く
と
、
持
ち
寄
っ
た
餅
や
芋
を
焼
く
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
の
方
々
が
、
ぜ
ん
ざ

い
を
振
る
舞
い
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
消

防
団
の
皆
さ

ん
も
待
機
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
消

防
団
員
や
婦

人
会
、
実
行

委
員
の
皆
さ

ん
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し

た
。

１
月
９
日
、
婦
人
会
員
39
名
で
「
三

社
詣
り
」
に
行
き
ま
し
た
。
８
時
に
マ

ル
シ
ョ
ク
前
を
出
発
。
倉
野
会
長
の
挨

拶
、
各
自
の
自
己
紹
介
、
添
乗
員
さ
ん

か
ら
の
御
神
酒
の
振
る
舞
い
に
、
み
ん

な
上
機
嫌
で
福
岡
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
ず
太
宰
府
天
満
宮
。
過
去･

現
在･

未
来
を
表
し
た
赤
の
太
鼓
橋
を
渡
り
、

心
身
共
に
清
め
ら
れ
た
本
殿
で
、
道
真

公
に
学
問･

厄
除
け
、
日
奈
久
の
発
展
を

祈
願
し
、
記
念
写
真
撮
影
。

「
東

風
吹
か
ば

に
ほ
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花

あ
る
じ
な
し
と
て
春
な
忘
れ
そ
」
と

詠
ま
れ
て
い
る
飛
び
梅
は
、
見
る
だ
け

で
御
利
益
が
あ
り
そ
う
。
参
道
に
は
、

「
梅
ヶ
枝
餅
」
の
店
が
並
ん
で
い
て
、

ど
の
店
で
買
う
か
迷
い
ま
し
た
。

次
に
、
櫛
田
神
社
。
不
老
長
寿･

商
売

繁
盛
を
祈
願
。
本
殿
横
の
10
メ
ー
ト
ル

を
超
す
博
多
祇
園
山
笠
の
展
示
に
圧
倒

さ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
境
内
に
は
、
千

年
を
超
す
銀
杏
の
古
木
が
そ
び
え
て
い

ま
す
。

三
つ
目
は
、
香
椎
宮
ご
神
木
の
「
綾

杉
」
は
、
西
暦
２
０
０
年
に
皇
后
自
ら

植
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
「
秋
立
つ
や

千
早
ぶ
る
世
の
杉
あ
り
て

夏
目
漱
石
」

の
句
も
あ
り
。
夫
婦
円
満･

健
康･

平
和

な
ど
各
自
で
祈
願
し
ま
し
た
。

歴
史
的
な
三
社
、
千
年
を
超
す
神
木

か
ら
力
を
受
け
て
、
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

１
月
19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
校

区
対
抗
駅
伝
大
会
で
、
日
奈
久
チ
ー
ム

は
、
後
半
追
い
上
げ
を
見
せ
て
１
時
間

58
分
50
秒
で
13
位
（
17
チ
ー
ム
中
）
で

し
た
。

惜
し
く
も
最
終
区
で
繰
り
上
げ
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
力
を
出
し

切
っ
た
成
果
が
出
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

１
区
浅
川
華
澄
、
２
区
谷
口
櫂
斗
、

３
区
田
並
尚
也
、
４
区
堀
端
良
行
、
５

区
中
山
怜
、
６
区
米
崎
こ
と
み
、
７
区

山
本
琉
耶
、
８
区
宮
本
優
希
、
９
区
本

田
り
く
と
、
10
区
丸
尾
真
一
、
補
員

丸
尾
う
ら
ら
、
緒
方
輝
成
、
松
本
美
南

海
、
森
本
皇
我

たすきをしっかり渡しました

八代市人権政策課が募集した人権作品展に、日奈久小・中学校から応募

された作品が、1月いっぱい肥後銀行日奈久支店ロビーに展示されています。

どの作品も仲間や友だちを大切にしようと呼びかけており、素晴らしい作

品です。3月14日のふれあい祭でも展示予定です。

なお、小学校3年 中山星利奈さんのポスターと中学校3年西﨑瑠衣さん

の習字は、市で入選したので、市内で回覧されています。

舞
い
上
が
る
炎
に
無
病
息
災
を
祈
っ
て

ど
ん
ど
や
の
鳴
り
響
く
竹
の
破
裂
音
で
厄
払
い

天にも昇るように高く燃え上がる炎

「もう焼けたかな」と餅を見る参加者

日奈久小･中人権作品を見て、学び合いましょう！
肥後銀行日奈久支店にて作品展を開催中

令
和
に
願
い
を
込
め
て

三
社
詣
り

一
つ
順
位
を
上
げ
た
！

校
区
対
抗
駅
伝
大
会
13
位

頑張った日奈久チームの皆さんお詣り後、笑顔あふれる参加者の皆さん

（広告欄）


